
 

少しずつ秋の気配を感じだしましたね。皆さんはいかがお過ごしでしょうか？ 

今年は選挙の年。再度、会長を続けさせていただくことになりました。ありがとう

ございます。先輩方が築いてくださった土台をより強固にしていくため、平成 23 年

度・24年度の執行部役員は前回とあまり変えていません。2年間よろしくお願いしま

す。 

この巻頭言を書くにあたりこれまでの号を見返すと、なんと 13 冊もありました！

（記念すべき Vol.1は行方知れず・・・）。月日が流れるのは早いものです。 

私が理学療法士になって（府立医短大を卒業して）10年が経ちました。卒業したば

かりの頃は、10年の経験年数といえば“ベテラン”というイメージがありました。し

かし、まだまだわからないことがたくさんあり、新しい知見はどんどん出てきます。

勉強をしなければより良い理学療法は行えないと日頃より思います。ということで、

竹羽会の卒後研修会も若い先生を対象としたものが多かったのですが、少し変えて幅

広く興味を持っていただけるものにしたいと検討中です。研修会で集まることで、先

輩・後輩との交流もでき情報交換も行え、経験年数の多い少ないにかかわらず、互い

に刺激になるものにしたいです。 

次回の第 16 回卒後研修会では、史野根生先生に講演していただきますので、皆さ

んぜひご参加ください！！ 

10年経って思うこと―初心忘れるべからず―。大学で教わったこと、理学療法士に

なりたての頃の気持ち、驕らず謙虚に、しかし積極的に進んでいきたいものです。 

 

 

竹羽会 会長  太田 幸子（5期生） 

 （国立循環器病研究センター） 
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日 時：平成23年5月22日（日） 13：30～17：00  

場 所：森之宮病院 ２階ウッディホール 

講 師：山本 裕子 先生（森之宮病院 リハビリテーション部） 

参加者：32名 

 

参加者：87名 研修会を終えて 

 今回教えていただいた内容は脳卒中の方

だけでなく、あらゆる疾患の方にも共通し

ていると感じました。実技で教えていただ

いたことは「明日あの患者さんにしてみよ

う」と思えることが多く、とても実践的な

内容でした。実技は参加者を対象に評価・

治療を行いましたが、健常者の中にもそれ

ぞれ特徴があり、山本先生の治療によって

姿勢が変化していく様子を見ることができ

ました。 

 私は日々の臨床で、治療技術の引き出し

が少ないと感じていました。今回、勉強会

に参加したことで少し自分の引き出しを増

やすことができ、本当に吸収できることば

かりでした。今後もこのような勉強会に積

極的に参加したいという意欲が湧き、また

後輩達にも是非参加してもらいたいと思い

ました。 

 最後になりましたが、今回講義して下さ

った山本先生、ならびに研修会を開催して

下さった諸先輩方に感謝いたします。 

 

藤原 明香理（府大 3期生） 

（大阪府立急性期総合医療センター） 

今回は山本裕子先生に「脳卒中患者の評価

と治療」と題してご講義していただきました

。この勉強会は理学療法士となってから初め

て参加する勉強会で、講義の内容が理解でき

るか、内容についていくことができるかとい

う不安がありました。 

講義はボバース概念に基づいた内容でし

た。自分の中にボバース概念がほぼない状態

であったため、理解できるか不安でした。し

かし、山本先生はまずは理学療法評価の考え

方や患者像の捉え方などから教えて下さい

ました。私たち１年目でも理解できるように

配慮して下さり、丁寧にとても分かりやすく

教えて下さったので、少し現象の捉え方を理

解することができました。そして、実技練習

も数多く取り入れて下さり、本当にあっとい

う間に時間が過ぎてしまいました。実技練習

は実際に山本先生が個別に指導して下さり、

自分のできていないことが分かり、とても勉

強になりました。 
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平成 23 年 5 月 22 日（日）13：00～ 13：15、森之宮病院にて、平成 23 年度竹

羽会総会が開催されました。出席者 25 名、委任状 95 通にて総会成立。総合司

会は赤井先生が務め、以下の議案が審議されました。  

 

1.太田会長  挨拶  

2.議長の選出：出席者の拍手にて、学部 2 期生の谷口先生が議長に就任  

第一号議案  平成 22 年度事業報告  

・年 2 回卒後研修会を開催  

・執行部会開催  

・竹内街道（会誌）を年 2 回（春・秋）で発行  

・ホームページの管理・運営  

・予算の作成  

・規約改正  

  →出席者の拍手にて承認  

第二号議案  平成 23 年度事業計画  

・卒後研修会を年 1 回開催予定  

・竹内街道（会誌）の発行  

・ホームページの作成・運営  

  →出席者の拍手にて承認  

第三号議案  平成 23 年度予算案  

・平成 23 年度予算案の報告（監査の承認済み）  

  →出席者の拍手にて承認  

第四号議案  人事に関する件  

・竹羽会役員選挙の報告  

太田会長、灰方副会長、河西副会長、山本監査、安藤監査が立候補  

出席者の拍手にて、承認される  

第五号議案  卒後研修会の開催回数に関する件  

・事前アンケート結果より、 23 年度は年 1 回開催とする旨を報告  

  →出席者の拍手にて承認  

書記 真伏 美和（府大 3期生） 

「前十字靱帯損傷の診断と治療」 

    講師 史野 根生先生（大阪府立大学） 

「前十字靱帯再建後のスポーツ復帰と再発予防への取り組み」 

    講師 小柳 磨毅先生（大阪電気通信大学） 

 大阪府立大学総合リハビリテーション学部教授の史野根生先生、大阪電気通信大学医療福祉工学部

教授の小柳磨毅先生に、ご講演していただきます。第 5 回卒後研修会でもお二方にご講演していただ

きましたが、盛況であったため再度お願いを致しました。 

今回も前十字靱帯損傷の診断・治療からスポーツ復帰、さらには再発予防について最新の知見を交

えてご講演をいただきます。是非、皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

申し込み方法等は、別紙研修会案内をご参照ください。 

学術部 杉山 恭二（学部 1 期生） 
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ホームカミングデーでは、有名卒業生の記念講演、交流レセプション（立食パーティー形式による

昼食会）、府立大学学生による演奏会、懐かしの写真・資料展示、物産展などが予定されています。 

日 付：平成 23年 11月 6日（日） 

場 所：中百舌鳥キャンパス Uホール白鷺、体育館ほか（交流レセプションは体育館で開催） 

  講演会：桂文喬（中村勝）氏 落語家、S50経卒 

平成23・24年度の新執行部は以下のメンバーで構成されています。よろしくお願い致します。 

（敬称略） 

会 長 

兼 5期生代表  
太田 幸子 国立循環器病研究センター 5期生 

副会長 灰方 淑恵 藤本病院 7期生 

副会長 河西 由喜 協和会病院 8期生 

事務局長 

兼 8期生代表 
赤井 友美 奈良東病院 8期生 

学術部長 杉山 恭二 大阪大学医学部附属病院 学部 1期生 

広報部長 藤堂 恵美子 巽今宮病院 9期生 

財務部長 

兼 学部 1期生代表 
植木 晶子 みどりヶ丘病院 学部 1期生 

厚生部長 

兼 府大 1期生代表 
﨑 泰子 奈良東病院 府大 1期生 

書 記 

兼 府大 3期生代表 
真伏 美和 北大阪けいさつ病院 府大 3期生 

監 査 

兼 3期生代表 
山本 裕子 森之宮病院 3期生 

監 査 安藤 卓 
大阪リハビリテーション専門学

校 
4期生 

ホームページ部 

兼 府大 2期生代表 
岡本 健佑 大阪府立大学大学院 府大 2期生 

学年代表 竹原 ありさ（1期生代表）、坂野 智裕（2期生代表）、 

南口 嘉子（4期生代表）、土田 尚治（6期生代表）、 

  高橋 奈津子（7期生代表） 

各部部員 事務局…池本 奈美（9期生代表）、吉住 友里（府大1期生代表） 

学術部…佐野 佑樹（学部 2期生代表）、河合 哲平（府大 3期生）、 

谷口 芙紗子（府大 3期生）、藤原 明香理（府大 3期生） 

広報部…重井 あずさ（府大 2期生） 

厚生部…谷口 陽一（学部 2期生）、大平 明裕（府大 2 期生） 

財務部…落合 都（府大 2期生代表） 

ホームページ部…中井 陽子（府大 2期生） 

書記…小林 信吾（府大 3期生代表） 
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 ・振込手数料はまことに恐縮ですが 

 ご負担をお願いいたします。 

・必ず振込み者の氏名と期数を入れて下さい。 

例：「ﾘｶﾞｸ ﾊﾅｺ ｶﾞｸﾌﾞ1」「ﾘｶﾞｸ ﾀﾛｳ ﾌﾀﾞｲ2」 

・ATMからも振込みができます。 

 （専用の用紙をお渡しします） 

 

竹羽会「永久会費」に関するお問い合わせは

下記までお願いします。 

 財務部：植木 晶子（府大1期生）  

 （みどりヶ丘病院リハビリテーション部） 

 連絡先TEL：072-681-5717（代表） 

072-681-5975（リハ直通） 

 E-mail：rihabiri@midorigaoka.or.jp 

 

  E-mail：kuro96515@yahoo.co.jp 

 竹羽会の運営は、会員の皆様から収めて頂

く会費によって支えられています。未納入の

方は是非ともお収め下さい。 

なお、会費は永久会費で20,000円となって

おります。たいへん大きい金額ではございま

すが、勉強会開催などの費用に割り当てる大

切なお金です。よろしくお願いいたします。 

 <郵便振替口座> 

振替口座：00910-7-223456 

加入者名：竹羽会 

･研修会場で直接納入して頂くことも 

可能ですので、よろしくお願い致します。 

平成 22 年度会計決算（H22.6.1～H23.5.31）を報告いたします。なお、決算につきまして

は監査の承認を受けております。5月 22日に総会が開催されたため決算報告が間に合わず、

会員の皆様には来年度の総会でご報告させていただくことになります。 

財務部長 植木 晶子（学部 1 期生） 監査 山本 裕子（3期生） 安藤 卓（4期生） 

平成22年度会計決算報告 (H22.6.1～H23.5.31）　

収入の部

前年度繰越 1,204,095

会費（15名×20,000） 300,000

校友会より会費入金 398,605

講師より寄付 45,000
図書カード 3,000

計 1,950,700 ーa

支出の部

会議費 8,601

通信運搬費 1,650

旅費交通費 68,760

印刷製本費 116,519

雑費 10,172

賃借代 10,000
諸謝金 120,000

計 335,702 ーb

繰越＝aーb＝ 1,950,700 ー335,702= 繰越金 ¥1,614,998

 



 

平成23・24年度も広報部長を務めさせて頂くことになりました。 

新執行部は続投のメンバーも多いですが、年々後輩も増えて、会員数の増加 

を感じています。今期も「みなさんに読んでもらえる紙面作り」をモットーに 

取り組んでいきたいと思います。よろしくお願い致します。（藤堂） 

 今回から広報紙作りに参加させて頂いています。皆さんと一緒に竹羽会を 

盛り上げていきたいと思いますので、よろしくお願い致します。（重井） 

事務局：赤井 友美（8期生） 

 〒632－0001 奈良県天理市中之庄町 470 

 奈良東病院 リハビリテーション科 

   TEL：（0743）65－1771   FAX：（0743）65－4157 

   E-mail： tomoa_a3335@yahoo.co.jp 

所属の変更等がござい

ましたら，こちらまで

お知らせ下さい． 

 

 

 

 『竹内街道』では、会員の皆様からの投稿原稿を大募集しています。「こんな研修会に参加

してきました」「こんな勉強会をやっています」「今度、同窓会があります」などなど、内容、

文字数等問いません。会員に知らせたいことを何でも良いので広報部までお寄せください。

次号は、平成24年春頃発行予定です。投稿お待ちしています！！ 

広報部  藤堂 恵美子（9期生 巽今宮病院） E-mail：to_emk@yahoo.co.jp  

府立大１期生の平見（旧姓平原）弥生と申します。現在、宮崎の潤和会記念病院で働いて

おります。宮崎で宮崎姿勢動作研究会を作り、研修会を開催したりしています。 

そこで、今度宮崎で平成 23年 11月から１年コースで研修会を開催することになり、竹羽

会の卒業生の方にもお知らせしたいと思い連絡させていただきました。関西地区のため九州

まで行くのはなかなか難しいとは思いますが、人伝いでもいいので何かの機会に興味を持っ

てくれる方がいればいいなと思っております。 

詳細は添付しておりますので、どうぞ宜しくお願い致します。 
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